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平成28年 5 月 1 日平成28年 5 月 1 日

事業再生コンサルタント　鈴木廣彦

好評をいただいておりました鈴木先生の「事業再生なら鈴木相談」、しばらくの間

休講させていただきます。先生は、先月脳梗塞を患い入院されました。　　（編集）
事業再生なら鈴木相談

追
悼

過
ぎ
る
四
月
十
六
日
、
当
組
合
の
第
二
代

理
事
長
で
あ
り
、
永
く
名
古
屋
市
議
会
議
員
、

市
議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
、
社
会
保
険
労
務

士
、
行
政
書
士
と
し
て
も
中
小
零
細
企
業
の

支
援
、
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
寺
本
清
光
先
生

（
享
年
八
十
四
歳
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
の
中
興
の
祖
で
あ
り
、
氏
な
く
し
て

今
の
組
合
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
長

く
そ
の
謦
咳
に
接
し
た
我
々
に
と
っ
て
、
つ

く
づ
く
と
世
の
無
常
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
が
、
そ
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
残
さ
れ
た

も
の
達
一
丸
と
な
っ
て
中
小
企
業
の
発
展
に

努
力
す
る
所
存
で
す
。

師
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
愛
知
商
工
連
盟
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
・
職
員
一
同

　
ワ
カ
シ
、
イ
ナ
ダ
、
ワ
ラ
サ…

。

成
長
す
る
と
と
も
に
呼
び
名
が
変
わ

る
ブ
リ
は
代
表
的
な
「
出
世
魚
」
と

呼
ば
れ
る
。
古
来
、
め
で
た
い
魚
と

さ
れ
日
本
人
に
親
し
ま
れ
た
。
こ
の

季
節
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
食
す

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
予
想
と
は
違
っ
た
内
示
だ
っ
た
。

県
内
各
地
を
転
々
と
し
た
公
務
員
の

男
性
は
最
後
に
本
庁
勤
務
を
望
ん
だ
。

出
先
で
懸
命
に
働
き
結
果
を
出
し
た

つ
も
り
だ
っ
た
。
周
囲
も
期
待
し
た

春
の
人
事
だ
っ
た
が
願
い
は
届
か
な

か
っ
た
。
本
人
に
何
と
話
し
掛
け
れ

ば
い
い
の
か
迷
う
。
し
か
し
、
さ
ば

さ
ば
と
し
た
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

「
最
後
の
ご
奉
公
。
も
う
ひ
と
踏
ん
張

り
し
ま
す
よ
」。
作
り
笑
い
に
は
見
え

な
か
っ
た
。

　「
風
車
　
風
の
吹
く
ま
で
　
昼
寝
か

な
」。
後
に
首
相
と
な
る
広
田
弘
毅
が

外
務
省
の
欧
米
局
長
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

公
使
に
左
遷
さ
れ
た
と
き
、
ふ
ざ
け

半
分
で
狂
歌
を
詠
ん
だ
。
逆
境
で
も
、

い
つ
か
陽
﹇
ひ
﹈
の
当
た
る
日
が
来

る
は
ず
だ
と
。
戦
後
、
唯
一
の
文
官

戦
犯
と
し
て
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
る
。

運
命
を
悟
っ
た
よ
う
に
弁
解
せ
ず
、

従
容
と
受
け
入
れ
た
（
城
山
三
郎
著

「
落
日
燃
ゆ
」）。

　
誰
も
が
満
足
す
る
人
事
異
動
な
ど

な
い
と
い
わ
れ
る
。
先
人
の
よ
う
に

泰
然
と
構
え
ら
れ
な
い
凡
人
は
、
う

ろ
た
え
る
し
か
な
い
の
か
。
居
酒
屋

で
ブ
リ
の
照
り
焼
き
に
箸
を
伸
ば
し
、

人
生
の
機
微
を
思
う
。 

風
車
の
よ
う
に

福
島
民
報
三
月
二
十
八
日

　
　
　「
あ
ぶ
く
ま
抄
」か　
ら

話題
の新
刊か
ら

　　
定番
まで

ビジネス書ベストセラー
1. 幸せになる勇気
   岸見一郎、古賀史健 著 ( ダイヤモンド社　1500 円 )

2. 嫌われる勇気
   岸見一郎、古賀史健 著 ( ダイヤモンド社　1500 円 )

3. 結局、「すぐやる人」がすべてを手に入れる
   藤由達蔵 著 ( 青春出版社　1300 円 )
4. 超一流の雑談力
   安田正 著 ( 文響社　1380 円 )
5. 一流の育て方
   ムーギー・キム、ミセス・パンプキン 著(ダイヤモンド社　1600円)

6. 大学４年間の経済学が 10 時間でざっと学べる
   井堀利宏 著 (KADOKAWA　1500 円 )
7.JAPAN CLASS ニッポンって、ほかの惑星だろ⁉
   ジャパンクラス編集部 編 ( 東邦出版　東邦出版 925 円 )

8. 自分を変える習慣力
   三浦 将 著 ( インプレス　1380 円 )

＊日販オープンネットワークウィン調べ（単行本ビジネス3月14～20日）

商業登記・法人登記入門 林 清忠
TEL:0568-35-7161
FAX:0568-35-7162司法書士

第3話

　
「
女
」
と
い
う
字
は
、
左
右
の
手
を
重
ね
て
し

な
を
つ
く
り
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
る
女
性
の
さ
ま

を
か
た
ど
っ
た
も
の
。
そ
の
「
女
」
を
部
首
に
し

❷ ❸

女
の
つ
く
字
を
分
析
す
れ
ば

　前回もご説明しましたが、会社法上の会社には、下記の
ものがあります。
 ① 株式会社（全員が有限責任社員＝株主）
 ② 合名会社（全員が無限責任社員）
 ③ 合資会社（無限責任社員と有限責任社員の両方がいる）
 ④ 合同会社（全員が有限責任社員）
②③④を合わせて「持分会社」といいます。①の「株式会社」
に対するものです。つまり、①株式会社 vs　②合名会社　
③合資会社　④合同会社　という関係です。
　①株式会社と④合同会社は、有限責任社員しか存在しな
い会社です。どこが違うのでしょうか？
　まず、形式的には、会社法上、合同会社は「持分会社」
であり｢株式会社｣ではないということです。合同会社は、
会社法上の「株式会社」の規制を受けるのではなく、｢持分
会社｣の規制を受けることになります。会社の商号も「株式

会社○○○○」ではなく、「合同会社○○○○」となります。
次に、定款変更をする場合にも、株式会社であれば、原則
として株主総会の３分の２以上の賛成で可決となりますが、
合同会社の場合は社員全員の賛成が原則となります。持分
（株式）を譲渡する場合でも、株式会社が原則として自由に
できる（もちろん譲渡制限がある場合もあります。）のに対
して、合同会社の場合は、社員全員の賛成が原則です。つ
まり、合同会社の場合、反対者がいると物事が前に進まな
いことになるかもしれません。この点、合同会社は、株式
会社と比べると所有と経営が一致している会社といえます。

　商業登記・法人登記の手続については、お気軽にご相談
ください。

次回は「株式の譲渡制限」についてお話します。

会社法上の会社の種類について

「
漢
字
に
強
く
な
る
本
」
光
文
書
院
か
ら

最近TVの経済番組や対談番組で、注釈なしでアルファベットの３
文字が使い回しされていることがあります。わからないでいると気
持ちが悪いですね。先日KPI と聞こえる３文字が何度も出てきまし
た。IT検索で探したら、頻繁に使われているビジネスキーワードで
した。
　　　　  KPI【Key Perfomance Indicator】
KPI とは、組織や事業、業務の目標の達成度合いを計る定量的な指
標のこと。
組織や個人が日々活動、業務を進めていくにあたり、「何を持って進
捗とするのか」を定義するために用いられる尺度であり、現在の状
況を示す様々な数値などの中から、進捗を表現するのに最も適して
いると思われるものが選択される。
KPI は短期的に繰り返し計測され、時系列の推移から現況や進捗を
把握したり、問題解決や活動の改善点を検討するための最も重要な
材料の一つとして扱われる。組織の規模などにも異なるが、あまり
に指標が多いと集中すべき点がぼやけてしまうため、一つあるいは
数個程度が設定されることが多い。
KPI は一般的には「顧客への訪問回数」のように指標そのものこと
を意味するが、これを「３月末までに顧客を 30回訪問」のように、
ある時点で達成すべき目標の形で示し、これをKPI と呼ぶ場合もあ
る。
これに対し、組織や事業の長期的あるいは最終的な目標を表す尺度は
「KGI」(Key Goal Indicator: 重要目標達成指標 )と呼ばれる。KPI
は KGIで示された目標を達成するために、これを日々の活動のレベ
ルに分解したものと解することができる。また、KGIや KPI に決定
的な影響を及ぼす重要な要因や活動、施策などのことを
「CSF」(Critical Success Factor: 重要成功要因 )あるいは
「KSF」(Key Success Factor: 主要成功要因、KFS:Key Factor 
Success とも）いう。

現代ことば考 井上史雄（言語学者）

日本経済新聞平成 27 年 9 月 13 日掲載

　海外で使われる日本語が時々話題になる。外来語の逆なので
「外行語」とも呼ばれる。かつては、カンバン、ネマワシなどが
経済界で使われると報道された。スシ、カラオケ、ポケモンなど
の文字は旅先の街角で目につく。しかし実際に人々にどの程度行
きわたっているかは、一部の単語しかわからなかった。また世界
全体の様子は知る手段がなかった。
　単語の検索頻度がわかるインターネットサービスの「グーグル
トレンド」を使うと、単語の人気度が世界地図に表示されること
を知った。数値も入手でき、マーケティングにもよく使われる。
日本語からの外行語を地図化してみた。一語一語はじめて見る地
図なので、感激していたが、多くの語を見て傾向がつかめた。
　世界に３か所、外行語を多く使う地域がある。東アジアとアメ
リカと西ヨーロッパだ。国立国語研究所の「日本語観国際センサ
ス」で調べたキモノ、ショーグン、サクラ、スキヤキの分布と似
ている。国内総生産 (GDP) が大きく、夜明るい地域でもある。

　沢山の外行語の数値をダウンロードした。国と組み合わ
せて数表を作ったら、世界の３か所と一致した。背景には
経済関係がありそうだ。世界各国の貿易量のデータを探し
出して国別の外行語の数と比べたらきれいな相関を見せた。
貿易量の多い国は、日本語からの外行語を多く使う傾向が
ある。
　例外は中国だ。貿易量が多いのに日本からの外行語は少
ない中国では外国語を音訳せずに、意訳するからだ。コン
ピュータを電脳と訳し、ホットドッグを熱狗という国だ。
ウォークマンも随身听だ。オデンは関東煮だし、タコヤキ
は章魚焼または章魚丸子と呼ばれる。
　韓国やロシアやイランのように、アルファベットを使わ
ない国も、貿易量にくらべて外行語が少ない。グーグルの
データは検索に使われた単語の集積なので、他の文字で検
索すれば数が少なくなる。
　言葉の交流と物流・経済には関係があるはずだと思って
いたが、グラフの形で示せた。お金や物と一緒に、日本語
も広がるのだ。

た
漢
字
に
は
、
好
（
若
い
女
の
美
し
さ
）、
娃
（
あ
い
・
目
も

と
が
美
し
い
）
娟
（
け
ん
・
見
目
よ
い
）、
婥
（
し
ゃ
く
・
麗

し
い
）、
嬌
（
き
ょ
う
・
な
ま
め
か
し
い
）
な
ど
。
さ
す
が
女

性
の
美
し
さ
を
原
義
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
字
が
多
い
。
が
、

そ
う
で
な
い
漢
字
も
少
な
く
な
く
、
だ
れ
が
考
え
た
の
か
、

そ
の
字
源
の
ナ
ゾ
を
解
く
。
女
性
か
ら
お
し
か
り
を
受
け
そ

う
な
コ
ジ
ツ
ケ
も
あ
る
が
紹
介
し
よ
う
。

　

女
と
し
て
も
っ
と
も
よ
い
と
き
が
「
娘
」
時
代
。
昏
（
た

そ
が
れ
）
な
い
う
ち
に
あ
げ
る
の
が
結
「
婚
」
式
。
新
郎
に

抱
か
れ
て
寝
台
に
横
た
わ
る
と
「
始
」
ま
る
。
夫
に
か
ら
だ

を
任
せ
て
身
を
震
わ
せ
る
と
、「
妊
娠
」
す
る
。
亭
主
の
鼻
に

つ
く
よ
う
に
な
る
と
「
嬶
」（
か
か
あ
）
と
呼
ば
れ
る
。
ニ
キ

ビ
息
子
が
女
の
方
を
向
く
と
勉
強
の
「
妨
」
げ
に
な
る
と
教

育
マ
マ
。
夫
の
浮
気
を
か
ぎ
出
し
て
は
石
の
よ
う
に
な
っ
て

「
妬
」
き
、
相
手
の
女
が
疾
（
に
く
）
い
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に

「
嫉
」
む
。
着
飾
っ
て
ク
ラ
ス
会
と
や
ら
に
出
か
け
れ
ば
、
女

三
人
寄
っ
て
「
姦
」（
か
し
ま
）
し
い
。
負
け
ず
に
し
な
さ
い

と
け
し
か
け
ら
れ
、
柳
眉
を
描
い
て
「
媚
」（
こ
び
）
て
み

る
。
若
い
男
に
は
さ
ま
れ
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
と
「
嬲
」

（
な
ぶ
）
ら
れ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
わ
が
家
で
も
「
嫁
」
を
と
っ
て

孫
の
顔
で
も
見
た
い
と
息
子
に
「
娶
」（
め
と
）
ら
せ
る
。

女
も
長
い
間
や
っ
て
い
る
と
古
く
な
り
「
姑
」
と
言
わ
れ
て

煙
た
が
ら
れ
る
。
肌
も
波
立
っ
て
き
て
「
婆
」
と
な
り
、
頭

に
霜
を
い
た
だ
い
て
「
孀
」（
や
も
め
）、
老
い
て
「
姥
」
と

な
る
。

国際会議のために撮った街の看板とも一致する。


